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 令和５年度「よりよい附属小をめざすための学校評価」集計結果について

 

 　春分の候　保護者の皆様に日頃より多大なるご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

　過日ご協力いただきました「よりよい附属小をめざすための学校評価」の集計結果について、以下のとおりお

知らせいたします。今後も、皆様からのいただきました評価やご意見を基に、よりよい附属小を目指して改善を

 進めてまいります。引き続き、本校教育活動のために、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※2ページ目に、本校の教育活動や学校運営について、記述式でいただいたご意見をご紹介させていただ

いております。そちらもあわせてご覧ください。

 

 

 

 

 

 



　本校の教育活動や学校運営について、たくさんのご意見をいただいておりますので、以下に紹介させていた

だきます。 

※なるべく多くのご意見を掲載するため、原文からの抜粋とさせていただきました。 

※紙面の都合上、全てのご意見を採り上げることができなかったことについては、ご容赦ください。 

 

《学習について》 

・毎日「楽しかった」と元気に帰宅するので安心している。 

・様々な教育活動の中で児童が個性や能力を伸ばせるように工夫されており、何より子どもがとても楽しそう

　で附属小の教育に感謝している。 

 ・先生方の授業はとても分かりやすく、楽しいと言っている。

 ・古き良きは残し、古きは改善、公立の学校では出来ない附属小学校ならではの新しい教育を期待している。

・漢字テストをしてほしい。 

・学級閉鎖、休校等で休みの時に欠席をした日にオンライン授業やフォロープリントなどを頂きたい。 

・欠席やで休みの時オンライン授業をしてほしい。 

・授業時間数は足りているのでしょうか。 

・外遊びの機会をつくってほしい。

 ・子どもたちに平等かつ公平な学習機会を提供できるよう配慮してまいります。

・欠席、学級閉鎖等に関しては、引き続き可能な限りオンラインの対応をしていきたいと思います。 

・授業時数については長期休暇前に点検を行っており、授業時数を確保することができています。自習につい

　ては、教員の欠席や個別面談の実施などやむを得ない場合がございます。できるだけ授業を進めるように工

　夫していきます。休み時間、清掃の時間などの過ごし方についても現在検討中です。

《配付物について》 

・学級便りを作っていただき、子どもたちやクラスの様子がわかって有り難い。いつも楽しい授業のようで、感

 　謝しています。

・校長先生のお便りやお話から、どんな方でどんな風に考えているのかが分かるようになったので、安心感が増

 　した。共感出来る事が多いので、今後がとても楽しみである。

・担任の先生がトモリンクスで今日あった事や行事を通して学んだ事など愛のあるコメントを書いてくれるの　

 　で、子どもがどんな事を学校で感じ、学んだか分かるようになった。

・学校からの連絡が、tomoLinks、マチコミ、配布物と多様すぎる。 

・重要な連絡は紙媒体でも渡してくれると嬉しいです。

 ・tomolinks⇒連絡帳機能、文書配付などで使用します。連絡帳と同じように毎日確認をお願いします。

　マチコミ ⇒緊急時やPTAからなど学校全体のお知らせなどで使用します。アプリに印が付いた時に確認をお

 　　　　　　 願いします。

　　紙     ⇒どうしても紙である必要がある文書や学校外からのチラシ類となります。

《学校のきまりについて》 

・夏服で肌寒い日に着るカーディガンの色指定について。 

・登下校中に送迎している方がいたり、学童以外によりみちをしている。

・学校のきまりについては随時見直しを図っております。お子様の細かな変化などにつきましては、担任にご

　相談ください。学校と保護者の皆様で連絡を取り合い協力していきたいと考えております。

《施設・設備について》 

・クラス内にタブレット充電ステーションの設置。 

・教室が寒い。

・タブレットの充電に関しては、お渡ししてある充電器でお家での充電をお願いします。教室の環境整備につ

　いては随時点検し、丁寧に対応していきます。

《学校行事等について》 

・保護者としてもスクールボランティアやPTA活動を通し、子供たちのために活動できることがあればたくさん

 　協力していきたいと思っている。

・キッズワールドでは、6年生の一生懸命な思いに心打たれ、今年も感動した。はらからで学年混ざっての種目

 　があるのもとても良かった。

・附属小学校におけるさまざまな取り組み、子どもも保護者も楽しく参加している。また、活発な児童が多く、



　明るい学校であることを実感している。先生方が児童の様子を気にかけ、関わってくださる様子をありがたく

 　思っている。

・先日の小鳥の森の発表会では子ども達の頑張っている姿に感動した。社会科見学では、さまざまな職業の方の

 　お話を聞いたりでき、良い経験になったように感じた。

 ・先日は、入学以来初めて、全校開催での音楽集会だった。子どもたちの歌声や成長に感動した。

・個別面談は、夏だと早い。 

・はらから活動や『子どもたちが感じるはらから活動の意義』が弱まっていると感じた。

・数年前から年度当初の家庭訪問が、夏の個人面談になりました。それ以外にも担任相談日をを設定していま

 　す。相談したい場合はお気軽にご連絡ください。

・夏のふれあい活動やキッズワールドなどのはらから活動に関しては、引き続き子どもたちと話し合いながら、

　過度な負担とならぬよう内容や方法を工夫しながら実施してまいります。

《ＰＴＡの活動について》 

・今年は委員会を経験し学校に行く機会もふえた。ご相談に行くと先生方が丁寧に的確なご回答があり委員会

　活動がとてもスムーズにまとまった。また、小鳥の森の発表会の練習風景を少し拝見し、子供達への褒め方、

 　やる気にさせる言葉や雰囲気作りに愛を感じ、私も子育て頑張ろうと感じた。

・PTA活動をもっとスリム化 

・PTA常任委員会の決め方について

・ＰＴＡ活動が保護者の皆様の負担にならないような形で進められるよう、実行委員会等でも話し合いながら

　進めてまいります。

《生徒指導、教育相談等について》 

・SC、SSWを利用しとても助かった。 

・個性を尊重して、受け入れようとしてくれている姿勢に感謝している。 

・担任の先生だけでなく学年の先生方が声をかけてくださっている様子を見た。担任の先生もいつも温かく指導

 　してくださり、とても安心している。

・いじめのアンケートの方法を工夫してほしい。

・引き続き、いじめを起こさせない環境づくりや心の教育を積極的に実践していきます。また、SCやSSWが、

　授業に入ったり、授業参観で講話を行ったりするなど、話しやすい環境をつくっていきます。

《その他》 

・アンケート方法の工夫。 

・学童について 

・合唱団について 

　皆様からいただいたご意見を全職員で検討し、学校運営に反映していけるよう努めてまいります。ご協力

ありがとうございました。

 

＜令和６年２月21日開催　学校評議員・学校関係者評価委員からの評価について＞

 ・不登校支援について、校内に子どもたちがほっとできるスペースがあるのはよい。

 ・AEDの日常点検や、教員のシュミレーション研修を行っていることがわかった。

・先生方が、日常の授業から工夫しているのがわかる。板書が素晴らしい。また、低学年もタブレットを活用

 　しており、日頃から使用しているのがわかった。

・茨城大学教育学部附属の特色として、12年間（幼小中）を見通す教育を打ち出してほしい。大学との連携す

　る授業なども期待している。


